
平成３０年度　保護者・児童アンケート集計結果 平成３０年１１月１５日～１１月２２日実施 　

児童アンケート　　　　　回収数 ５７５／５８４ 回収率　９８．５％　

保護者アンケート　　

　昨年の11月にはアンケートに協力頂きありがとうございました。アンケートの結果については、児童、保護者ともに「よくあてはまる」「だいたいあてはまる」を肯定的評価、「あまりあてはまらない」
「あてはまらない」を否定的評価と捉えて結果についてまとめています。
　保護者アンケートの項目と対応する児童アンケートの項目には　　　　　 を結んでいます。

回収数　　７４９／８６４ 回収率　８６．７％
＜結果のまとめ＞
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１．子どもは、学校へ楽しく行っている。

２．学校は、子どもに学習内容が確実に身につくよう、わかりやすく指導してい

る。

３．子どもは、学年×10分の時間を目安にして、宿題など家庭での学習をしてい

る。

４．学校は、子どもの間違った行動をきちんと指導している。

５．子どもは、学校や地域や家庭で、進んであいさつをしている。

６．学校は、子どものことについて相談できる。

７．子どもは、思いやりの心を持って行動している。

８．子どもは、早寝早起きなど規則正しい生活をしている。

９．子どもは、運動に親しみ、体をしっかり動かしている。

１０．学校は、いじめ等がない学級づくりに努めている。

１１．学校は、ＰＴＡや地域団体と連携し、子どもの安全を守る学校になってい

る。

１２．学校は、学校だよりやホームページ、各種便りなどを通して、学校に関する

情報をわかりやすく伝えている。

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
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１．学校は楽しい。

２．授業はよくわかる

３．学年×10分の時間を目安にして、宿題などの家庭学習をしてい

る。

４．先生は、よくないことをしたら注意している。

５．家や地域や学校で、自分から進んであいさつをしている。

６．困ったことがあったとき、先生は、いっしょに考えてくれる。

７．思いやりの心を持って行動している。

８．早寝早起きなど、規則正しい生活をしている。

９．体育の時間や休憩時間には、体をよく動かしたり、外で遊んだ

りしている。

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない

◆保護者アンケートの回収率は86.7％でした。昨年度と肯定的評価を比較すると、「２．学習指導」「３．家庭学習」「４．行動についての指

導」「５．あいさつ」「８．生活習慣」「１０．いじめのない学級づくり」「１１．安全」「１２．情報」の項目で上昇しました。「１．学校は楽しい」「６．教

育相談」の項目は昨年度とほぼ同じ（差異1％以内）で、低下した項目はありませんでした。

◆保護者アンケートの項目の中で肯定的評価の割合が特に多かったのは、「１．子どもは学校へ楽しく行っている。」で95.6％（昨年度

94.9％）でした。これに対応する児童アンケート「１．学校は楽しい」の結果は肯定的評価の割合が91.1％（昨年度90.9％）でした。また、

「７．子どもは、思いやりの心を持って行動している」は91.7％（本年度新設項目）で、これに対応する児童アンケート「思いやりの心を持って

行動している」は87.0％（本年度新設項目）でした。

◆保護者アンケートの中で肯定的評価が特に低かったのは、「５．子どもは、学校や地域や家庭で、進んであいさつしている」で65.7％（昨

年度61.2％）でした。対応する児童アンケート「５．家や地域や学校で、自分から進んであいさつをしている」は82.4％（昨年度78.8％）でし

た。他の項目と比較すると低いですが、同項目を昨年度と比較すると上昇しています。昨年度の後半より、生活委員会の児童が校門で毎

朝「あいさつ運動」を続けています。加えて本年度の２学期には、昼の放送で、あいさつを進んでしていた人の数や、素敵なあいさつをして

いた人の姿を紹介しました。児童が主体となった取組を行っています。

◆２番目に低かったのは「３．子どもは、学年×１０分の時間を目安にして、宿題など家庭での学習をしている。」で70.8％（昨年度66.9％）

です。一方、児童アンケートの「３．学年×10分の時間をめやすにして、宿題などの家庭学習をしている。」は68.3％（昨年度68.6％）でし

た。本年度の２学期より、第２学年の児童を対象に、月に一度「放課後学習会」を実施しています。ボランティアさんにお手伝いいただき、宿

題や難易度の高い問題に取り組んでいます。低学年のうちに、学習に自信を持ったり家庭学習の習慣を身につけたりすることをねらいとし

ています。また、学校では「家庭学習の手引き」を作成して家庭学習の考え方をお知らせしていますが、引き続いて学校と家庭が連携して

いく必要性があります。

◆保護者アンケート「子どもは、思いやりの心を持って行動している」（91.7％）、児童アンケート「思いやりの心を持って行動している」

（87.0％）は、本年度新設した項目です。道徳は、「特別の教科 道徳」として、本年度より新たに教科化されました。本校では、道徳の主な

ねらいの一つに「思いやりの心」を道徳の主なねらいの一つととらえることとしています。９月に「道徳参観」を設け、保護者の方に積極的に

授業の様子を見ていただき、学校と家庭で子どもの学ぶ様子を共有できる機会を設けました。また、夏期休業期間を中心に、職員で道徳

に関する研修を行いました。今後も、研修に努めていきたいと考えます。

◆学力向上については、保護者アンケート「２．学校は、子どもの学習内容が身につくよう、わかりやすく指導している。」は、

90.9％（昨年度88.5％）でした。一方、児童アンケート「２．授業はよくわかる」は、92.1 ％（昨年度90.5％）でした。本年度は、「学

び合い学習」の活性化するよう、ペアやグループで話し合う場面を積極的に取り入れた授業づくりを行っています。今後も、授業

改善に向けた研修・実践に取り組み、児童の学力向上を図っていきたいと考えます。

◆体力向上については、保護者アンケート「９．子どもは、運動に親しみ、体をよく動かしている。」の項目で74.7％（昨年度

72.4％） 、児童アンケート「９．体育の時間や休憩時間には、体をよく動かしたり、外で遊んだりしている。」の項目で82.0%（昨年

度77.2％）という結果でした。本年度も引き続き、家庭学習のひとつに「体育の宿題」を位置づけて体力向上に取り組んでいると

ころです。「体育の宿題」の内容は、体育の学習内容に応じたものとなるよう検討しています。また１０月には、PTAによる「逃走中

2018 ハロウィンver.」が開かれました。２００人を超える児童が参加し、体を動かすことを楽しみました。

◆保護者アンケートの「１０．学校は、いじめ等がない学級づくりに努めている」は、86.0％（昨年度79.0％）でした。高い割合を維

持していますが、今後も「いじめは絶対許されない」という指導を徹底していきたいと考えています。

◆保護者アンケート「８．子どもは、早寝早起きなど規則正しい生活をしている。」の項目は74.5％（昨年度72.9％）であったのに

対し、児童アンケート「８．早寝早起きなど、規則正しい生活をしている。」の項目は68.1％（昨年度69.0％）という結果でした。学

年別に見た場合、高学年になるにつれて基本的生活習慣が乱れる傾向が見られます。全国的な調査から、基本的な生活習慣

と学習意欲は関わりがあるといわれています。今後も家庭や各校園と連携しながら、取組を進めていきたいと思います。

※保護者および児童アンケートの結果を活用した自己評価と改善策等につきましては、

「平成３０年度 唐崎小学校学校評価書」をご覧ください。


